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I 調査の概要

更埴市 (担当 商工観光課)

更埴市遣跡調査会

更埴市教育委員会 。更埴市遺跡調査会

更埴市大字八幡字白石・石原A・ 峯

更埴市八幡1418 北澤鶴雄 他13名

白石遣跡 (新発見)。 石原A遺跡 (市台帳No120)。 峯遺跡 (市台帳Nα 103)

公共事業 工業団地建設に先立つ当該遺跡の範囲確認調査

昭和62年 11月 16日 ～同年11月 26日

60m2以上

任意に設定した トレンチによる範囲確認調査

費用総額500,000円 (全額委託者負担)

安藤 敏 更埴市教育委員会教育長

田沢佑一 更埴市議会議員

佐藤穂次 更埴市教育委員会教育委員長

寺沢脩七 更埴市区長会長

相沢正幸 更埴市文化財保護審議会長

寺沢政男 更埴市役所総務課長

武井隆義 更埴市社会教育委員会委員長

関 京子 更埴市役所会計課長

武井豊茂 更埴市教育委員会社会教育課長

山崎文夫 更埴市教育委員会社会教育係長

矢島宏雄 更埴市教育委員会社会教育主事

佐藤信之 更埴市教育委員会社会教育課主事

安藤 敏

佐藤信之

市川睦雄 久保啓子 刻淋 芳自 坂口城子 高野貞子 羽場静子

田中宣子

武井豊茂 山崎文夫 矢島宏雄 佐藤信之 田中啓子 山根洋子 (

―
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H 調査の経過

八幡工業団地の開発が本格化 し、昭和61年度に実施 した試掘

で遺跡が存在すると想定された部分の、さらに詳細な遺跡範囲、

内容を確認する調査を実施するよう、10月 19日 、更埴市長より

市遺跡調査会に依頼があった。市遺跡調査会では屋代高等学校

プール等建設に伴う発掘調査が11月 まで予定されているため、

この調査が終了した後実施するよう調査計画書を作成した。こ

の計画書により11月 7日 、更埴 市と市遺跡調査会の間に、発

掘調査業務の委託契約が締結された。11月 14日 に発掘調査の通

知を文化庁長官に提出し、11月 16日 より手掘 りにより発掘調査

を開始した。調査にあたっては、市遺跡調査会が発掘調査団を

編成し実施した。地主の方々の御協力により、当初の目的を果

たし、11月 26日 、無事調査を終了することができた。

鑢 減 天

1凝
湖
解

経 過

10月 19日 更埴市長より調査依頼

11月 7日 発掘調査委託契約の締

結

11月 14日  98条の提出

11月 16日 峯遺跡より調査開始

11月 18日 県道部分の試掘調査を

並行して 2日 間実施

11月 20日  白石遺跡の調査開始

11月 21日  6ト レンチより遺構ら

しきもの検出

11月 24日 石原A遺跡へ移る

11月 26日 現場における調査完了

発掘調査 日数  8日
延べ作業員数  50人

財

‖=千

本｀

柳 、 荒=ミ

桑渕 早 ／
一

「

饉
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北稲付遺跡

〕文 ドデi苛甫ぐ

第 1図 遺跡位置図
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1.青木・六反田遺跡 3.社宮司遺跡 (1/50,000)
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Ⅲ 自石遺跡

昨年度の調査で、遺跡の存在が初めて確認された遺跡である。遺跡と想定された部分に 9ヶ 所

の トレンチ (1～ 9ト レンチ)を設定 し確認した。

1・ 2。 3ト レンチ   耕作土下には開田時に盛られたと思われる褐色の砂礫土が40～ 50cm

あり、その下は暗茶褐色の礫を含んだ粘土層が部分的に見られ、厚さ10cm前後の暗灰色土層 とな

る。共に僅かに遺物が出土する。さらにその下は泥炭に近い灰黒色の粘質土層が厚 く堆積 している。

1ト レンチを除き遺物の出土はあったが、小片であり図示できるものはない。破片から判断し

て奈良～平安時代の遺物 と思われる。

5・ 6ト レンチ   耕作土の下には盛土と思われる暗褐色土あるいは暗茶褐色の砂礫土が60Cm

ほどあり、その下には厚 さ20cmほ どの黒褐色土があり、遺物が出土 している。特に 6ト レンチ

では柱穴 とも考えられる掘 り込みが、黄褐色砂礫層に対 して見られ、この黒褐色土が遺物包含層

になると思われる。

出土遺物は小破片が多い。 6ト レンチより出土 した 6の土師器壺は、球形の胴部からくの字状

に口縁部が外反するもので、古墳時代の特徴 を表わしている。

7・ 8。 9ト レンチ   耕作土下には10～ 40cmの 厚さに暗褐色土が盛 られてお り、その下は

6ト レンチ同様の黒褐色土が、北に強 く傾斜 しながら10～ 20cmほ ど堆積 している。この下は地山

層になると思われる。

黒褐色土層より僅かな遺物が出土している。 7は 7ト レンチより出土した灰釉陶器の底部破片

である。

まとめ

昨年度の調査で遺跡と想定 した部分 より、やや西側が狭 くなったが、他はほとんど変わってい

ない。急傾斜地であるため、開田時の破壊がかなり進んでいる。遺物の出土は 9ケ所の トレンチ

の内、 7ケ所で出土 したが、いずれも小片が僅かに出土 している程度である。ただ 6ト レンチで

は遺構 とも思われる落込みが見られ、住居址等の存在 も考えている。調査は 6ト レンチを中心 と

して遺跡を横断する トレンチを設定し、遺構の検出があった部分から進める方法が考えられる。

2ト レンチ

耕作土

8ト レンチ
ゾ     V/
耕作土

褐色砂礫土層(盛土 )

暗茶褐色礫混り粘土層

=====三
二
===賠

灰色土層

灰黒色粘質土層

6ト レンチ
V      ψ

耕作土

暗茶褐色砂礫土層(盛土 )

黒褐色土層

―
灰黄褐

魯
第 3図  白石遺跡土層断面図 (1/40)

暗褐色土層(盛土 )

茶褐色砂礫層
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Ⅳ 石原 A遺跡

昨年度の試掘調査により、遺跡が存在すると想定された部分に10ヶ 所の トレンチ(10～ 19ト レン

チ)を 設定 し、さらに詳細な広が りを確認 した。

10。 11・ 12・ 13ト レンチ  耕作土下60cmほ どまでは暗褐色の砂礫層が見られ、その下には 5 cm

ほどの灰色 を帯びた粘土層が見られる。さらにその下部は褐色を帯びた粘土あるいは砂礫層が

20～ 40cmほ どあり、泥炭 ともいえる灰黒色の粘質砂層 となる。ただ10ト レンチでは灰色の粘土層

の下に黒褐色の遺構 とも考えられる掘 り込みがある。

12ト レンチを除き各 トレンチより、奈良から平安時代 と思われる遺物が出土 しているが、刀ヽ片

であり図示できなかった。

14・ 15017・ 18・ 19ト レンチ  耕作土の下には暗褐色土が20cm、 黒褐色土が30cmほ どそれぞれ

堆積 してお り、共に僅かながら遺物が出土 している。14ト レンチではさらに暗灰黄褐色土層があ

り、そこからも数′点の小破片が出土 している。表土下70cmほ どから下は、10か ら13ト レンチ最下

層同様の黒色土が堆積 している。

出土遺物は、
.奈

良から平安時代のものが大半を占めている。土壌が酸性のためか、土師器はほ

とんど原形をとどめていない。 1は 15ト レンチより出土 した土師器不である。 2・ 3は 14ト レン

チ、 4・ 5は 18ト レンチより出土した須恵器杯で、奈良時代から平安時代初めの特徴 をよく示 し

ている。

16ト レンチ   耕作土下には厚さ10cmほ どの暗灰黄褐色土層をはさんで20cmほ どの黒褐色土

層があり、その下は茶褐色砂礫層が40cm、 黒色粘質砂層が40cmほ ど堆積 してお り、それぞれ僅か

な遺物が出土 している。表土下120cmほ どからは他の土層同様、泥炭に近い土層 となる。

まとめ

石原A遺跡は、昨年の調査により遺跡と想定された地区のほぼ全域 より遺物が出土 してお り、

遺跡の範囲に変わ りはない。ただ遺物の出土は僅かであ り、特に集中する地点がな く、また出土

する土層も一定 していないことから、遺構の密度は低いと思われる。 したがって調査は遺跡内を

横断する トレンチを設定 し、遺構の存在を確認 して進めることが望ましいと思われる。

10ト レンチ

/    γ_

耕作土

16ト レンチ
_  ヽ_  /
__型壁型二____暗

灰黄褐色
暗褐色土層

14ト レンチ

暗褐色砂礫層

暗灰色粘土層

暗灰色粘土層

里褐色土層 (礫 多) 
土層

黒褐色土層

暗灰黄褐色土層 茶褐色砂礫層

灰黒色粘質砂層
黒色粘質砂層

第 4図 石原A遺跡土層断面図 (1/40)

灰黒色粘質砂層
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暗灰褐色粘質砂層



V峯 遺 跡

昨年度の調査により、遺跡 と想定された部分に 9ヶ 所の トレンチ (峯 1～ 9ト レンチ)を 設定

し、さらに詳細な分布を確認した。

1・ 2・ 8・ 10ト レンチ   耕作土及び表土である暗褐色土が40cmほ ど堆積 してお り、その

下には遺物包含層 と思われる黒褐色土が、20～ 30cmほ ど堆積 してお り、小さな土器片が含まれて

いた。 2ト レンチではこの土層が急激に落ち込んでお り、遺構が存在するかもしれない。さらに

その下は地山層である黄褐色砂礫層が厚 く堆積 してお り、遺物の出土は認められない。

出土遺物は小破片が多かったが、図示できた遺物が僅かにあった。 809は 1ト レンチより出

土 した遺物で、 8は器台あるいは高不、 9は甕の底部破片で古墳時代の土器の特徴を表わしてい

る。10～ 12は 10ト レンチより出土した遺物で、10。 11は須恵器不、12は須恵器不蓋で奈良時代の

遺物 と思われる。

4ト レンチ   地表下には鉄分の沈澱層があり、その下には 5 cmほ どの灰黄褐色砂礫層があっ

て、地山である黄褐色砂礫層 となる。開田の際に上部が削 りとられたものと思われる。

5・ 6・ 9ト レンチ   地表下には黒褐色土が20cmほ ど堆積 してお り、かなりの角度をもっ

て北へ と傾斜 している。さらにその下は黄褐色砂礫層の地山となっている。黒褐色土は 1ト レン

チなどで遺物包含層 と考えられた土層 と同じであるが、遺物の出土はほとんどなかった。

まとめ

当初遺跡 と考えていた地域 より、北佃Jがかなり狭 くなることが確認された。遺物の出土は調査

区の南側に設定 した トレンチからで、その出土量も少ない。遺構の存在 も明確にできなかったが、

遺物の出土する土層が特定できることから、存在する可能性はあるものの密度は低いと思われる。

したがって調査は、他の遺跡同様 トレンチを設定 し、遺構の検出があった部分を広げてい く調査

方法が考えられる。

参考文献                           ｀

『更埴市倉科地区・八幡地区工業団地計画地試掘調査報告書』 更埴市教育委員会 1987年

暗褐色土層

黒褐色土層

4ト レンチ 9ト レンチ

/  /
耕作土

_                  ′ヽ        |ル    _

茶褐色土層(鉄分) 耕作土    __

第 5図 峯遺跡土層断面図 (1/40)
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図版 1

八幡工業団地計画地航空写真
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図版 2

トレンチ出土i量物
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